
本作品は、ペットボトルのリサイクル率向上を念頭において、駅に設
置されるリサイクルボックスを形状面で改善すべく、試作と修正を重ね
た活動の成果である。鉄道関係者への聞き取り、実際に設置されて
いるリサイクルボックスの利用状況の観察をふまえている点、実際に
試作品を制作し、成果を実証実験的にモニタリングしている点、得ら
れた結果を確認するだけで終わりにせず、最終的な提案にまで結び
つけている点を高く評価することができる。つくってみること、試してみ
ること、結果をふまえて改善していくこと。飽くなき探求心と「勢い」に、
すがすがしさを感じた次第である。今後の活動にも期待したい。

審査員からのコメント

都市部の駅で異物混入を防ぐリサイクルボックス
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